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撮影方法
①商品認識
 品物を認識するため、品物全体像を撮影していただきます。

 撮影時、テーブルや壁を用いて、対象物以外が写りこまないよう撮影してくだ
さい。

 ※ハンドルのついているバッグは、ハンドルを立てた状態 ショルダー付のバッグはショルダーが写
らないよう撮影してください

 上記方法で、商品モデルの認識が進めない場合下記方法をお試しください

①撮影角度を変えて撮影

②バッグ形状の形状を変えて撮影（潰れている状態を治すなど）

③ハンドルを倒して撮影



商品認識撮影方法見本①

背景白 置いて撮影する場合 背景白 持って撮影する場合



商品認識撮影見本②

背景無地例1 背景無地例2（検盆の上）



商品選択

 ①商品認識撮影後、対象のモデルを選択していただきます。

 ②サイズ・カラー・年代（新or旧）選択

※メジャーでバッグの横幅（マチ幅 ）を計測してサイズを選択してください
バッグに底面がある場合は底の横幅を計測してください

注意事項

1.商品認識撮影後、三択に対象のモデルが表示されない場合、「商品情報を手入力す
る」を選択していただき、指示に従い進めてください。

2.サイズ・カラー・年代（新or旧）の展開があるモデルに関しては選択しない限り進め
ないので注意してください 展開のないモデルに関しては選択せずに進めます。



商品選択画面見本 （アルマver)

三択から選択
サイズ新旧選択

※アルマはカラー選択なし

→



真贋パーツ撮影時

 ルイヴィトンAI真贋システムでは、一番最初の真贋パーツ撮影箇所は全モデルロゴ
になります。

※ロゴ以降の撮影パーツに関してはモデルにより異なります。

※真贋パーツは、最低3個撮影していただきます。
（３個以下では判定結果を表示できません）

※撮影が汚れ/損傷等により難しい場合は、スキップボタンを利用してください
対象パーツ以外を撮影すると、精度が低くなってしまう恐れがありますため、
対象パーツがない場合はスキップを利用してください

注意事項

①パーツ撮影時は、撮影角度を必ず正面からお願い致します。

②撮影時、暗所や光の反射の影響を受ける場所での撮影は避けてください。

③必ず対象物にピントを合わせて、全体が写るよう撮影してください。

④必ず撮影画面に表示される、ガイダンスの指示に従い撮影してください。



パーツ撮影方法見本（アルマver)

ロゴ・ファスナー・リベットの撮影画面になりますので参考にしてください。
※撮影距離と撮影角度は下記画像を見本にしてください
撮影画面上のサンプル画像と同じように撮影してください



パーツ撮影方法見本（アルマver)②

モノグラムの撮影画面（バッグ表面のデザイン） パーツの撮影が完了すると、判定結果が表示されます
※判定結果のスクリーンショットと品物がわかる写真二枚をアップしてください



モノグラム素材撮影時注意事項
※モノグラム素材 （接写ルーペを付けて2.5xで撮影）

モノグラム素材①
※ひし形中央の丸を撮影

してください

モノグラム素材②
※ひし形付近の黒の凹
凸を撮影してください

１

２



パーツ撮影方法見本（撮影方法NG例）

撮影角度が正面でない 撮影距離が遠いい 撮影環境が暗い
※明るすぎるのもNG



パーツ撮影方法見本（撮影方法NG例）

撮影角度が悪く光の反射を受けている



※撮影時の手振れの影響により、ピントが合っていない状態

パーツ撮影方法見本（撮影方法NG例）



※光の反射の影響を受けてロゴの書体が明確に確認できない状態

下記画像は実際に、判定結果が悪く出てしまった際の実例に
なります

パーツ撮影方法見本（撮影方法NG例）



※撮影時に指定パーツがない場合が、状態/年代によりあります。
場合はスキップを利用してください

例 ポルトフォイユヴィクトリーヌ 下記のようにボタンが金具でないものも存在します。
下記のような場合、ボタン撮影時にスキップを利用してください

ポルトフォイユヴィクトリーヌ
＜金具ボタン＞

ポルトフォイユヴィクトリーヌ
＜ラバーボタン＞

パーツ撮影注意事項（よくある間違い）



パーツ撮影注意事項（よくある間違い）
下記パーツは撮影間違いが非常に多くみられるパーツになりますので、
撮影前に必ずご確認ください
※フック裏の稼働部を撮影していただく項目になります。



商品状態判断

 ルイヴィトンAI真贋システムでは、真贋判定表示後に状態判断のための撮影を
していただきます。

 判定画面の「査定対応写真撮影へ」の項目を選択していただき撮影を開始して
ください。

 ガイダンス通り撮影してください。

 内側状態に関しては全モデル撮影必須になります。

※付属品など対象物にないものに関してはスキップ
を利用してください



状態撮影画面見本（アルマver)

基本状態判断撮影箇所
※下記4つは撮影推奨項目になります（撮影対象箇所がない場合スキップ可）

バッグ内側状態（必須） バッグ四つ角 付属品 機番



状態撮影画面見本（アルマver)②

・状態撮影最終項目にて、損傷/汚れ箇所の撮影を求められ
ます。
こちらは、ハンドル 内側ポケットの状態 素材のひび
割れなど、最大三枚撮影可能になります。

・全て撮影完了しましたら、登録ボタンを押してください



損傷個所撮影箇所例（バッグ）

バッグ内側状態 四つ角

ハンドル・ストラップ

ヌメ革 ポケット内側



損傷個所撮影箇所例（財布）

内側① 内側② コインケース内側

フラップ角 イニシャル 四つ角



対象モデルについて

下記資料をご確認お願いいたします。

※アンプラントやマルチカラーなど対象外
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